
の
方
々
に
受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
生
涯
学
習
に
お
け
る
講
座

は
開
設
以
来
、
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
開
講
し
て
い
た
が
、
平
成
一

七
年
四
月
に
生
涯
学
習
社
会
貢
献
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
松
戸
駅
前
に
建

設
し
、
生
涯
学
習
の
新
た
な
拠
点
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

公
開
講
座
に
関
す
る
組
織
の
概
要

Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座
の
企
画
、
立
案
、
実
施
に
関
し
て
は
、
本
学
生

涯
学
習
委
員
会
に
お
い
て
審
議
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
生
涯

学
習
委
員
会
の
中
に
「
特
設
講
座
・
語
学
」、「
保
育
・
児
童
教
育
・

心
理
」、「
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
」、「
団
塊
世
代
向
け
」
と
い
っ
た
ジ
ャ

ン
ル
ご
と
に
四
つ
の
部
会
を
設
け
、
分
野
別
で
の
検
討
・
講
座
の
提

案
も
行
っ
て
い
る
。
本
年
は
ま
た
「
源
氏
物
語
千
年
紀
特
別
講
座
」

を
開
設
す
べ
く
部
会
と
し
て
の
意
見
の
集
約
も
現
在
進
行
中
で
あ
る
。

ま
た
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
の
社
会
的
要
請
に
基
づ
く
将
来
計
画
に
関

す
る
審
議
機
関
と
し
て
、
地
域
の
行
政
関
係
者
、
学
識
経
験
者
、
後

援
会
代
表
、
学
内
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
Ｓ
Ｏ
Ａ
協
力
者
会
議

を
開
催
し
て
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
講
座
運
営
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。

生
涯
学
習
活
動
の
現
状

一
常
設
講
座

Ｓ
Ｏ
Ａ
で
は
、
年
間
約
四
〇
〇
講
座
を
開
講
し
て
お
り
、
受
講
者

数
は
Ⅰ
期
（
春
期
）、
Ⅱ
期
（
秋
期
）、
Ⅲ
期
（
冬
期
）
の
三
期
に
わ

た
り
、
現
在
延
べ
約
五
〇
〇
〇
名
が
受
講
し
て
い
る
。

講
座
は
年
度
に
よ
り
テ
ー
マ
を
定
め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
講

座
内
容
を
そ
の
年
々
に
展
開
し
て
い
る
。
平
成
二
〇
年
度
は
「
き
ず

な
」
を
年
間
テ
ー
マ
と
し
て
定
め
て
お
り
（
平
成
一
九
年
度
は
「
家

族
」）、
親
子
や
友
人
、
高
齢
者
や
障
害
者
と
地
域
の
な
か
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
支
え
あ
い
の
大
切
さ
を
講
座
を
通
じ
て
深
め
る
機
会
と
な
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

開
講
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
「
教
育
・
心
理
」
、
「
文
学
」
、
「
生
活
・
環

境
」
、
「
社
会
・
福
祉
」
、
「
情
報
・
ビ
ジ
ネ
ス
」
、
「
芸
術
・
文
化
」
、

「
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
」
、
「
語
学
」
、
「
料
理
」
、
「
特
設
講
座
」
と
多
岐

に
わ
た
り
、
受
講
生
の
要
望
も
と
り
い
れ
な
が
ら
開
設
し
て
い
る
。

本
学
に
お
け
る
中
心
的
な
ジ
ャ
ン
ル
は
「
語
学
」、「
芸
術
・
文
化
」、

「
文
学
」
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
語
学
講
座
は
延
べ
年
間
約
一
五
〇

講
座
開
講
し
、
延
べ
受
講
者
数
も
お
よ
そ
二
〇
〇
〇
名
に
達
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ン
ル
に
関
わ
ら
ず
直
近
の
期
で
申
込
の
多
い
講
座
は
、
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は
じ
め
に

聖
徳
大
学
の
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
は
、
本
年
学

園
創
立
七
五
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
院

ま
で
一
四
の
機
関
を
擁
し
、
幼
児
教
育
、
女
子
教
育
を
中
心
に
総
合

学
園
と
し
て
歩
ん
で
き
た
が
、
そ
の
中
に
お
け
る
生
涯
学
習
と
し
て
、

聖
徳
大
学
オ
ー

プ
ン
・

ア
カ

デ
ミ
ー
（
以

下
「
Ｓ
Ｏ
Ａ
（

ソ
ア
）
」

と
い
う
）
が
組
織
さ
れ
て
、
社
会
人
の
生
涯
学
習
支
援
と
、
地
域
社

会
へ
の
文
化
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
四
年
に
発
足

し
た
。
Ｓ
Ｏ
Ａ
公
開
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
に
通
算
四
七
期
開
講
し
、

開
講
延
べ
講
座
数
は
約
二
七
〇
〇
講
座
、
延
べ
四
三
〇
〇
〇
人
以
上
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●
事
例
紹
介

●

聖
徳
大
学
の
生
涯
学
習
へ
の
取
り
組
み

末
崎

徹
（
聖
徳
大
学
生
涯
学
習
課
課
長
心
得
）



授
業
に
盛
り
込
み
、
本
学
の
施
設
を
使
用
し
て
実
践
的
な
保
育
施
設

実
習
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
、
人
材
派
遣
会

社
へ
の
派
遣
登
録
、
連
携
機
関
に
求
職
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
保

育
現
場
へ
の
就
職
支
援
の
働
き
か
け
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
こ
の
保

育
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
講
座
は
平
成
二
〇
年
度
も
継
続
し
て
開
設
し

て
い
る
。

昨
年
、
「
履
修
証
明
制
度
」
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
こ
の

よ
う
な
体
系
的
な
知
識
・
技
術
等
の
習
得
を
目
指
し
た
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
規
定
時
間
の
中
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
講
座

内
容
、
時
間
数
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

三
公
開
講
座
以
外
の
運
営

生
涯
学
習
課
で
は
、
Ⅰ
期
～
Ⅲ
期
の
常
設
の
公
開
講
座
の
他
に
各

種
講
座
・
講
習
の
運
用
も
行
っ
て
い
る
。

講
座
（
講
習
）
は
、
教
員
免
許
の
免
許
法
認
定
公
開
講
座
、
文
部

科
学
大
臣
委
嘱
の
司
書
・
司
書
補
講
習
、
介
護
技
術
講
習
会
を
現
職

教
員
や
社
会
人
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
夏
期
に
は
現
職
の
幼

児
教
育
者
を
受
講
対
象
と
し
て
、
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
た
夏
期
保

育
大
学
を
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
内
在
学
生
を
対
象
に
英
会
話
講

座
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
、
各
種
検
定
（
漢
字
能

力
、
秘
書
技
能
検
定
、
色
彩
、
書
写
技
能
等
）
も
在
学
生
支
援
の
一

環
と
し
て
執
り
行
っ
て
い
る
。

ま
た
平
成
二
一
年
度
か
ら
は
現
職
教
員
等
を
対
象
と
し
た
教
員
免

許
状
更
新
講
習
を
開
講
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
本
年
は
そ
の
予
備

講
習
を
本
学
併
設
の
専
門
学
校
と
の
二
会
場
で
開
設
し
、
学
習
形
態

も
通
学
形
態
の
ほ
か
、
通
信
教
育
で
の
修
得
も
可
能
と
す
る
な
ど
連

携
し
て
の
開
設
を
予
定
し
て
い
る
。

四
年
間
行
事

年
度
の
初
め
の
四
月
中
旬
、
講
座
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
「
聖

徳
大
学
Ｓ
Ｏ
Ａ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
本
学
独
自
の
算
出
に
よ
る
単
位
、
六
二
単

位
以
上
の
修
得
者
に
対
し
て
総
合
修
了
証
を
授
与
し
表
彰
を
行
っ
て

お
り
、
ま
た
記
念
の
文
化
講
演
も
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
講
演
は
こ

れ
ま
で
に
上
智
大
学
名
誉
教
授
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
氏
、

遠
藤
周
作
夫
人
の
遠
藤
順
子
氏
な
ど
著
名
な
方
々
を
講
師
と
し
て
招

き
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
受
講
者
の
み
な
ら
ず
一
般
の
来
場
者
に
も
好
評
を

博
し
て
い
る
。
文
化
講
演
の
他
に
も
本
学
音
楽
学
部
教
員
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当
日
は
無
料
体
験

講
座
も
開
催
し
て
講
座
へ
の
興
味
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い
て
い
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「
楽
し
く
作
る
太
巻
き
祭
ず
し
」、「
や
さ
し
い
懐
石
料
理
」、「
お
し
ゃ

れ
に
気
軽
に
イ
タ
リ
ア
ン
」、「

楽
し
く
上
達
出
来
る
書
道
」、「

健
康

太
極
拳
」
と
な
っ
て
お
り
、
取
り
上
げ
る
題
材
や
テ
ー
マ
に
よ
っ
て

も
受
講
生
の
動
向
は
左
右
さ
れ
て
い
る
。

本
学
で
開
講
し
て
い
る
独
自
の
講
座
は
、

作
法

室
を
使
用
し
た
茶

道
講
座
、
本
学
学
内
に
あ
る
川

並
香

順
記

念
講

堂
に
設

置
さ
れ
て
い

る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
使
用
し
演

奏
す
る
講
座
、
そ
し
て
特

筆
す
べ
き

は
生
涯
学
習
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
内
に
独
自
の
調
理

室
（
キ
ッ
チ
ン

ス
タ
ジ
オ
）
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
赴
か
ず

と
も
調
理
講
座
の
受
講
が
身

近
で
行
え
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
。

調

理
の
講
座

名
も
「

男
の
料
理
教

室
」
、
「

親
子
お
菓

子
講
座
」
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
講
座
を

展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、

高
校
生
を

対
象
と
し
た
「
英
会
話
講
座
」
「

心
理
学
講
座
」
な
ど
も

企
画
し
、

高
校
生
が
大
学
の
授
業
の
一
部
を
気

軽
に
体
験
で
き
る
よ
う
な
講
座

も
設
け
て
お
り
、
新
し
い
年

齢
層
に
も
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
講
座
、

企
画
も
開
設
し
て
い
る
。

二
「
社
会
人
の
学
び
直
し
ニ
ー
ズ
対
応
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

委
託
講
座
の
開
設

本
学
で
は
平
成
一
九
年
度
に
、
社
会
人
の
「
学
び
直
し
」
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
実
践
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
二
件
が
文
部
科
学
省
よ
り

採
択
さ
れ
、
そ
の
講
座
を
開
設
し
た
。

一
つ
は
、
子
育
て
が
一
段
落
し
た
女
性
を
対
象
と
し
、
既
に
取
得

し
て
い
る
小
学
校
教
諭
免
許
を
再
度
活
か
し
た
い
方
々
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
教
育
を
目
的
と
し
た
「
再
び
女
性
が
小
学
校
で
活
躍
す
る
た

め
の
学
び
な
お
し
『
教
育
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
講
座

で
あ
る
。
内
容
は
、
現
場
と
な
る
現
在
の
小
学
校
の
問
題
解
決
に
必

要
な
技
術
・
知
識
を
学
び
直
し
、
小
学
校
や
特
別
支
援
学
校
な
ど
を

見
学
し
、
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
本
学
は
公
立
小
学
校
教
員
合
格
実
績
も
高

く
、
学
外
の
有
識
者
な
ど
に
よ
る
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
学
習
支
援
協
力

会
議
」
を
設
置
し
て
、
講
座
修
了
者
の
小
学
校
へ
の
派
遣
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
も
行
い
、
一
部
の
受
講
生
は
実
際
就
職
に
結
び
つ
け
る
こ
と

が
で
き
た
。

も
う
一
つ
は
、
子
育
て
か
ら
手
の
離
れ
た
女
性
や
、
眠
っ
て
い
る

資
格
の
再
活
用
を
望
ん
で
い
る
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免

許
状
の
取
得
者
を
対
象
に
、
実
践
的
な
短
期
集
中
講
座
を
提
供
し
、

再
就
職
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
参
加
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
「

子
育
て
か
ら

手
の

離
れ
た

女
性
な
ど
の
た
め
の
保

育
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
・
資
格
再
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
。
本

学
教
員
、
連
携
機
関
よ
り
派
遣
さ
れ
た
講
師
が
最
新
の
専
門
知
識
を
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る
。さ
ら
に
秋
に
は
講
座
受
講
会
員
に
よ
る
一
泊
二
日
の
親
睦
旅
行

「
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員
の
つ
ど
い
」
を
催
し
て
い
る
。
毎
年
関
東
の
な
か
で

エ
リ
ア
を
定
め
、
史
跡
と
自
然
、
博
物
館
、
美
術
館
等
を
組
み
合
わ

せ
た
箇
所
を
訪
れ
て
い
る
。
昨
年
は
上
毛
三
山
地
域
へ
、
一
昨
年
は

茨
城
県
北
部
を
訪
ね
交
流
と
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

平
成
一
九
年
度
実
施
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
講
座
受
講

の
満
足
度
は
九
二
・
五
％
と
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
不

満
足
な
項
目
の
ト
ッ
プ
は
「
講
座
の
内
容
」
と
な
っ
て
い
る
（
ア
ン

ケ
ー
ト
回
答
総
数
二
二
三
七
通
）
。
講
座
の
満
足
度
向
上
の
た
め
開

講
講
座
の
内
容
を
さ
ら
に
吟
味
す
る
と
と
も
に
、
受
講
申
込
の
際
に

よ
り
正
確
な
講
座
内
容
が
解
る
よ
う
、
案
内
書
へ
情
報
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
授
業
回
数
ご
と
に
応
じ
た
授
業
内
容
の
情
報
を
盛
り
込

ん
だ
記
載
と
な
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。

本
学
に
お
け
る
公
開
講
座
の
受
講
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
で
、
平

成
一
九
年
度
は
延
べ
受
講
者
数
が
五
二
六
五
名
（
対
前
年
比
三
％
増
）

と
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
こ
の
好
調
を
維
持
継
続
さ
せ
て
い
き
た

い
。

ま
た
、
講
座
は
毎
期
約
一
四
〇
講
座
を
開
講
し
て
い
る
が
、
さ
ら

に
地
域
に
根
ざ
し
た
、
支
持
さ
れ
る
講
座
づ
く
り
を
心
が
け
、
地
域

社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
連
携
を
醸
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
も

貢
献
し
た
い
。

本
学
で
は
「
生
涯
学
習
」
が
生
き
る
喜
び
に
繋
が
り
、
よ
り
心
豊

か
な
人
生
を
お
く
る
こ
と
の
一
助
と
な
る
よ
う
な
講
座
づ
く
り
を
指

標
し
、
受
講
者
の
知
的
欲
求
に
応
え
な
が
ら
新
た
な
ジ
ャ
ン
ル
、
新

趣
向
の
分
野
を
模
索
し
て
、
一
層
の
講
座
の
充
実
、
発
展
を
目
指
し

た
い
。

特集・生涯学習
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